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オーストリア・ドナウ河貿易とモノレダヴィア・ワラキア
一一メッテルニヒ外交の経済構造③一一
武田元有
はじめに
19世紀のヨーロッパ国際政治において、オスマン・トルコ帝国をめぐる列国の対立口「東方問題j
Eastern Questionは重要な要素を占めるが、なかでも露土国境に位置するモルダヴィア・ワラキア公
園（ドナウ両公園Danubian Prinicipali恥s：現ルーマニア）をめぐる勢力関係は、海峡問題と並んで
東方問題の一つの焦点であった。〈似｝モ／レダ、ヴィア・ワラキア公園をめぐる国際対立の背景として、
東方問題に関する国際政治史の領域では、一方ではロシアによる黒海・バルカン進出＝南下政策と
両公園への勢力拡大、他方ではイギリスによるインド貿易経路の開拓とオスマン帝国領土の保全、
これら両者の対抗関係に注目が集まる反面、オーストリアの役割が意識されることはほとんど無か
ったと言える。（出〉他方、オーストリア外交史の領域でも、メッテ／レニヒ時代の焦点はウィーン体制
の動向、とりわけドイツ連邦・イタリア問題への対応に置かれ、モルダヴィア・ワラキア問題を含
めた東方問題への評価・関心は低い。（03）こうした偏向は、東方問題に限らず、ナポレオン戦争後の
ヨーロッパ国際関係全般において、オーストリアは外交上の主導権を失いつつあったという認識に
由来すると思われる。（制）だがこの解釈は以下の点で問題を含むと思われる。
まずオーストリアはそもそも地理的に両公国と隣接し、したがって歴史的には既に 18世紀初頭か
ら両公園への領土拡張を囲ってきた事実がある。（明 18世紀末以降になると、確かにバルカン進出の
主導権はロシアにゆずるが、フランス革命・露土戦争を契機としてオスマン’支配に抵抗するバルカ
ン民族主義が高揚するなか、多民族国家ハプスブルク帝国にとって、トランシルヴアニア（独名ジ
ベーンピ、ユ／レゲ、ン Sievenbiirgen）のルーマニア人を含め、自国領内の異民族を維持してゆくには、
イギリスとはまた違った意味で、オスマン帝国の保全が死活問題となった。こうしたオーストリア
に固有な外交利害の存在は、両公国をめぐる東方問題の分析でも考麗されるべきであろう。（附
またオーストリア外国貿易の趨勢を見る場合、貿易相手としてドイツ・イタリア市場が高い比重
を占め、また海上貿易では「世界の工場Jイギリスの地位が躍進するものの、アドリア梅・ドナウ
何を通じてオスマン帝国領域との取引が成長していることも事実である。（町オーストリア外国貿易
の展開において、モノレダヴィア・ワラキア公園を含むオスマン帝国市場が一定の意味をもってくる
以上、東方開題をめぐるオーストリア外交政策の展開は、単に列国との勢力関係の枠組だけでなく、
あわせて自国の貿易・海運利害の観点、なかでも国際河JJIとして、ハプスブノレク帝国領内はもとよ
り、南ドイツ諸邦、セルビア・モノレダヴィア・ワラキア公園、露領ベッサラピア、土領ブ、ノレガリア
を貫通するドナウ何航行問題の視角から、分析されることが必要になろう。｛帽）
こうしてモルダヴィア・ワラキア公国をめぐる東方問題を、当該世界におけるオーストリアの通
商・外交利害から検討してゆく場合、無視できないのがハンガリーの動向で、ある。というのもハン
ガリーは、経済的にはドナウ河中流域に位置してドナウ何貿易の成否を左右する一方、政治的には
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